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■輸出が底堅く推移 
香港では、輸出の回復が続く一方、民間消費の

持ち直しが緩慢なペースにとどまっており、景気

は力強さを欠く状況が続いている。 
足元の外需をみると、11月の輸出は前年同月比

（以下同じ）＋8.1％と 2014年 6月以来の高い伸
びとなった（右上図）。国別では、輸出の約 5 割
を占める中国向けが＋11.8％と大幅に増加したほ
か、ASEAN向けが＋10.5％と 14カ月ぶりにプラ
スに転じた。加えて、電子部品関連の輸出が好調

である台湾向けの輸出も急増した。米国や EU向
けが減少したものの、総じて輸出は底堅い回復が

続いている。なお、9 月以降は地場産業の輸出も
プラスに転じており、企業収益の持ち直しに伴う

投資マインドの回復も期待される。 
一方、サービス輸出の持ち直しは限定的である。

外国人来訪者数をみると、中国以外からの来訪者

数は増加に転じているものの、7 割超を占める中
国本土からの来訪者数は前年を下回る水準となっ

ている。足元でマイナス幅は縮小しつつあるとは

いえ、中国景気が減速基調であることを踏まえれ

ば、急速な持ち直しは期待薄である。 
中国からの来訪者数の落ち込みが続くなか、小

売売上高も低迷が持続している（右下図）。品目別

では、宝飾品▲14.5％、耐久消費財▲18.0％と大
幅に減少している。ただし、住宅価格や株価は 16
年初頭を底に回復基調にあることを受けて、消費

者マインドは持ち直しており、域内の消費は大幅

な落ち込みには至らないと予想される。 
先行きは、輸出の持ち直しを主因に緩やかな回復基調が持続する見込みである。もっとも、①

米国の利上げを受けた追随利上げ、②不動産価格抑制策による住宅市場の後退、などが想定され

るため、景気が下振れる可能性は当面くすぶり続けるとみられる。 
 
■次期行政長官の選挙活動が本格化 

2017年 3月に実施される次期行政長官選挙に向けた動きが本格化している。12年に就任した
梁振英・現行政長官が次期長官選への不出馬を表明したことを受けて、林鄭政務官や曽財政官な

どが立候補を検討している。選挙戦に先立って、選挙委員会（定数 1,200）では、民主派を含む
非親政府派が前回の議席を上回り 300超を獲得したが、現状で立候補者のいない民主派の影響力
は限定的とみられる。対中関係の改善や政治的対立の緩和を図り、経済的な課題に取り組むこと

のできる人物を選出できるかどうかという観点から、次期長官選の行方を注視する必要がある。 
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緩やかな回復基調も、 
リスク要因が残存 
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（出所）政府統計處

（注）凡例の<>内は2015年の香港の輸出に占める各国のシェア。
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（出所）政府統計處

（注）旧正月の影響を調整するため、1、2月は平均で算出。
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